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中層の肥効吐分けつ後期卜生殖生長初期Ⅵかけてのつ

なぎとして働くようだが，これが多量である瓜5は最高

垂故にはあまカ出なかったが稗長，L・A．ェ，糞夢勺が

大きくなっている・しかし止葉長ヤー穂頴花数かノ見る

と，下層yのをhこともあって凋落的てる少，飯高分け

つ朋頃の効き過ぎの結果としての受光憩勢の悪さから稔

実を悪くし減収が著しく，この区のような肥劾発現が最

も悪いと思われる・この点瓜4吐肥劾発現権過が厳も順

調且つ稲の生育経過に適合した上，で，収量構成要素決

定の経過が円滑に行われ．受光詔勢の良さからする稔夷

の向上で最も多収となった．

下層の肥効発現は普通の場合，幼穂形成朋一穂ばらみ

朋頃からのようであわ，豊熟期間忙かけて糞面庚や活力

維持などの効果をもつことは1．A．工や稔実程度などか

らも，かがえると思う．但し砿6は中層に多過ぎて下層

を欠く点るほどの悪い点は出ないけれども，中層の肥料

の効果である頴花数の増大と葉面積の拡大などの点で劣

少．このようを点で収丑に封いて伊上ばなかった∴【うで

ある．

以上の上，旺施肥届の別は肥劾発現の時期的なみとた

って現われ．稲の生育段階に応じそれぞれ一L川．杉二極恥

に影響し，収臆を構成し，決定する．本式庚のJ易合．砿4

のような形が厳も玄米生産期峯の商い，効き方であっ叱

わけであるが，甲・下層の施肥は英傑潤闇圧して吐．TL．主

であり，今後このようを斐分の吸収適格を地刀の1■ごて準．

透水性の改善や鳩肥法又は肥料の改良等をは合せながら

どのようにして実現するかが周憶となるであろう．
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八郎潟干拓地における石灰要求量について

中島高美・福田兼四郎・尾川文明

（秋田県英訳八郎潟分場）

1　ま　えがさ

八郎潟の干拓吐昭盟生に開始され，集防工事は同職年

11月に終了し，現在排水作業中である．すでに干陸され

ている周辺干拓地は大部分が砂賞土壌であカ第1表に見

られる如く，多量の硫化物が土壌の乾燥に伴をって酸化

され著しい強酸性を呈する．かような場所での直播栽塔

では若干の石灰施用では殆んど生育不能という状態さえ

見られる・かゝる土壌での石灰量について，南部干拓第

第1表八郎潟　南部干拓第1・Ⅰ区土壌の酸性化
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2工区で昭和郎年上カ開始された大型機械化実験農場に

逼りハて若干の試験を行をh．2・さの知見を得たのでこ

ゝK報告する．

2　試験方法

1．室内試験

土壌は実験農場弟Ⅲ開区の昨年生育不能であっ恵もの

2種を供試した・1飢叫捷高シャーレを用い，緩衝能法に

よる中和霊の0・1・2，・4倍量の石灰を施用し，トワ

ダモ各区却粒づつ痛きその生育，土壌の変化を見た．
2・圃場試験

実験農場吐20血づつき蘭区に分れているので，各々

について代表地点1ヶ所を選び，ビニール畑苗代様式で

石灰用量試験を行なった・試験区吐各同区共通で，石灰

霊はa当少0・五・軸・簡・野上び1仙軸／もとし，1区

860d膚2連，珠間10・潤の集稀で4月8日播種し，その後

の発芽生育状態と土壌の変化記見た．

3‘試験結果及び考察

1・室内試験

まず土壌の甲和石灰量を緩衝能法でみると．第1回に

示すようにpH6・5K矯正するのKル2yNaOHを100g

土壌だ対しⅦ－通れ亡羊する．炭カルでは0．1－0．退g
となる．

次にこの中和量の0・1・2・4倍量の石灰を施用し，
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播種したシャーレの発芽生育．土壌のPHを見ると，第

1図一第3回の如くである．即ちPEは2倍皇施用では

ゞ1週間で3附近まで低下し，ノ広2土壌で壮4倍宜施用

l

L

？

引

■

■

J
門

○　　ユ●　　4■　　l■　，●

‘り軽攻K叩山川叫〟

第1回　室内試験土壌の緩衝曲線
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第3図　室内試験の生育

でもa日日には3．4「まで下っている．又発芽生育につh

てみると2倍量施用で4～8割は発芽するが，生育量吐

4倍量施用がもっとも良い．この試験は室内試験であわ，

外界の影響を受け易hと考えられるが，この結果からす

れば石灰適量は，緩衝能島中和宣の4倍以上で．a当わに

換算すると約釦晦以上ということになる・

之　圃場試験

圃場試験の結果を第2表及び第4図一第6図に示した・

せず各試験閲土壌について中和石灰量をみると，aY．

からの算出で吐，a当り工圃区側明日．皿圃区弧晦，Ⅲ圃

区あ軸であわ，緩衝能法によるPH　6矯正のために吐，

粛2表　　圃場試験土壌の性質

試 験

蘭 区

′

P　 H ち 0 2溶
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水 溶 性

S O A

Y l 土　 性

湿　 土 凰 乾 土

Ⅰ 8 ．1 8 2 ．5 8 0 ．8 1 0 ．0 5 1 3 5 ．2 8

∬ 2 ．8 1 2 ．5 0 0 ．6 4 0 ．0 5 6 7 8 ．8 S

皿 8 ．1 0 3 ．1 2 0 ．1 9 0 ．0 1 6 2 2 ．0 S

工間区50極，皿間区巧Kク，Ⅶ同区基軸である・

次にこの土壌に石灰の用達を変えて播種した水稲の発

芽生育を見ると第5－国に示すエうに石灰を増すと共に良

くなっている．石灰少量区は著しく不良で殆んど出芽不

能か，出芽しても枯死するものが多い．石灰多量区も播

種後朝日日頃は伸長鑑は芳しくをく皿同区では100晦区

にも枯死菜が見られた・土壌のPH K：ついてみると石灰

の多いほどPHは勿論高くなっているが各区とも日時の
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第4図　現地圃場土族の緩衝曲線
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第5問　圃場試験の生育（播種後2岬）
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第6回　圃場試験のPHの変化
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鍾過と共に低下し，別＝］目で4以上の値を示すの吐，エ

同区でさOKク区，皿同区で馬Kグ区，打開区で缶Kク区以上の

区である・朝日目では工，∬間区は巧Kク区以下は全てPH

8台乃至はそれ以下で．わずかに100KF区のみが5台を

保持している．

以上の桔果からこれらの土壌は，1∞Kク／a以上の石灰

を必要とするものと考えられ，3Y．，緩衝能法等忙上っ

て第出された石灰＿迫では相当不足であることが知lられる．

干拓地での甲和石灰量は，ある時点での酸度をもって決

められるものではなく，酸の変化遠に上って決められる

べきものである．

ところでこの士魂に封いて，生成される駿の総量とも

いうべき易薮化性SO。（H202可浴SO，）についてみると，

これを甲和するに必妾を石灰豪壮8当少工同区で89にク，

∬聞区で80K9，m両区で缶Kクであって，この走でも本試

験からすれば不足である．このことは水稲の生育が，単

に乾田期間甲忙鮫化生成される厳に上って阻害されるの

みでなく，石灰に上って消去されるような生育阻害因子

が存在するか，あるい吐，下層の酸が毛管水に上って上

昇したものかいずれかであろう．特に餃者については，

地下水位が詭畑程匿であること，土壌はかなり下層まで

酸性化していることから見て，その可能性が充分にある．

かくの如く干拓地での中和石灰豆の算出は困難である

がt　その天さを原因は酸の量が変化する点にあわ，それ

水稲基肥　の　施肥

を抑制する手段を絹ずればある程度解決される吐ずであ

る・その－一つとして，早期漏水の方法が考えられる．本

試験把ついてみると，痛憤炭別日頃までPHを4－5台

に侠持した直接Ⅰ間区で50晦区　皿両区で乃晦区，町圃

区で吐缶Kク区であってこの石灰適性緩衝能法による中和

走と一致し．3YI甲和蛍にもほゞ詑hl直である．即ちこ

れらの方庄汗こ上って貸出された石火蛍を砥用した場合，

初期の生育はある程度備傑出来るから，PHの低下する

まえ忙濾水すればエいわけである・つまり早期減水を前

提とすれば，硬衝能法とか3Y．忙よる方法で中和石灰速

が算出され侍るものと考える．

通常の乾田虐緬の如く，4貸朋瀾水を行なう場合は

100晦／且を上まわる石灰宜を必要とする．

前述の細く干拓地の石灰要求童，酸の変化吏佗上って

左右されるものであり，その変化にあづかる粂件として．

＿t性・水分・硫化吻含量■有機物の量・気象条件・地下

水位等が挙げられ．これらの粂件の組合せの下で，各様

の頑匿を発現するために∴　それを甲和する石灰登の判定

は更に困嬉とをる．特に下層からの影率を支配する地下

水条件などは．その変劫を予測すること吐嬢かしく．土

地改良工事等に上ってこれら条件を出来るだけ盤埋し．

その影響を少なくする必要がある．

これら各値粂件を石灰要求産との蘭係については更に

侠討して行きたい．

祁位に　関　す　る　研究

第3撤　昧層施肥・二段施肥・中層施肥と

深層施肥との効果比較

佐藤健▼一・那須鱗正

しl■】二　森　UJ　と呈．式）

1　ま　えがさ

基肥施用にあたれ　施肥位紀を作土内下半層とする「

深層劉巴」は畑首早碓栽培にしばしば見受けられる欠点

の過繁茂を抑制し・かつ生育後期の栄藤粂件を良好にし

て増収が可能であることを前報l東北農業研究第6号）

で報じた・この深層甚把の薦肥葛は耕超した作士層の下

半層に施肥し，十分に混和するという特殊な施肥法であ

って実用上吐国儀である・したがって深層其把と封なじ

施肥効果があり，かつ機械刀使用等に上り可能と思われ

る施肥法について倹討きくゎえた・その結果，床層施肥．

二段施肥．甲層施肥がともに有効であることが明らかに

をったのでその結果の概略を報告する．

2　試頗方法

1．桝相法

品種トワダ．播種朗4月通日，E個朋5月19日，穀植

密度お×は・3亡研，飢・3扶／卿．瑚巴盆NPK　各1．1Kク／a．

堆肥112．5Kク／a

2．施肥方法

第1図に示すようを5櫓の施肥位置とし．全量基肥．

堆肥吐全備混和とした．

慣　行 戌　戸 二　段 中　戸 課　jヲ
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第1図　施肥万は

〔債行施肥〕所定の深さに桝起し・砕士後確肥・表層

5m以内に礪凍＝表層璃肥ト〔床層施肥〕作士の最下

層・鋤床面に平面的に全を別巴・⊂二段施肥〕肥料の旭

壷を表層施肥とし・残余鶴を床層施肥・〔中層施肥〕耕

超した作土鳩の甲榔層に平面的に全墓施肥・〔深層施肥】

桝起した作土層の宛以下の層に全量施肥し．十分に混乱

3・供試面頒　1区2．5が8区別

も　試験実施閉場の位櫨及び土儀条件


